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千葉県九十九里浜野栄シーサイドキャンプ場付近（2011年3月18日、下園ら、2011海講））
後浜に設置された土堤の頂部（天端高さT.P.+6.2m）をわずかに乗り越えた津波
陸側の松林の柵が一部倒れているが、被害は軽微。高さが十分な土堤が浸水被害を軽減

海岸護岸

T.P.+4.0m



千葉県九十九里浜新堀川河口

被害は軽微
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茨城県波崎観測桟橋 2011年3月12日

地震の翌日なので湿った遡上痕跡が生々しい



茨城県鉾田市京知釜海岸、地震動による被害は鉾田～大洗付近が最も激しい模様
一部破壊しながらも海岸堤防が浸水被害を軽減

堤防天端高

津波浸水高
T.P.+6.0m

堤防天端高
T.P.+5.0m
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海岸堤防の高さと浸水被害（福島県勿来海岸大島地区）

堤防高さ堤防高さ堤防高さ堤防高さ6.0m

津波高さ約津波高さ約津波高さ約津波高さ約7m

越流水は越流水は越流水は越流水は
左側の左側の左側の左側の
低地へ低地へ低地へ低地へ

地盤高さ地盤高さ地盤高さ地盤高さ2m
浸水被害なし浸水被害なし浸水被害なし浸水被害なし

堤防裏面の蔓植生堤防裏面の蔓植生堤防裏面の蔓植生堤防裏面の蔓植生
は剥落は剥落は剥落は剥落



渋川が鮫川に合流する地点

鮫川鮫川鮫川鮫川

鮫川堤防の越流は軽微

T.P.+5.5m

鮫川河口左岸
渋川と鮫川の合流部

渋川渋川渋川渋川

越流の激しい渋川堤防

T.P.+5.0m
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海岸堤防の高さと浸水被害（福島県勿来海岸、佐藤ら、2011海講）

4.2mの堤防はの堤防はの堤防はの堤防は

5.5mの堤防はの堤防はの堤防はの堤防は
無傷無傷無傷無傷

倒壊した倒壊した倒壊した倒壊した4.2m堤防堤防堤防堤防

岩間地区は岩間地区は岩間地区は岩間地区は
壊滅的被害壊滅的被害壊滅的被害壊滅的被害

6.0mの堤防はの堤防はの堤防はの堤防は
ほぼ無傷ほぼ無傷ほぼ無傷ほぼ無傷

4.2mの堤防はの堤防はの堤防はの堤防は
ほぼ倒壊ほぼ倒壊ほぼ倒壊ほぼ倒壊

（高さはすべて（高さはすべて（高さはすべて（高さはすべてT.P.））））

倒壊した倒壊した倒壊した倒壊した4.2m堤防堤防堤防堤防

堤防高さが堤防高さが堤防高さが堤防高さが6.0mからからからから
4.2mに急変する地点に急変する地点に急変する地点に急変する地点

堤防の浸水高さは、約堤防の浸水高さは、約堤防の浸水高さは、約堤防の浸水高さは、約7m

大島地区は大島地区は大島地区は大島地区は
軽微な浸水軽微な浸水軽微な浸水軽微な浸水

柵や配管はここから柵や配管はここから柵や配管はここから柵や配管はここから

被災被災被災被災
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過去の津波痕跡高との比較

＊痕跡の信頼度 : A～D

で分類

全体的な規模：
チリ＜昭和＜明治＜今回

で分類

土木学会津波特定テーマ委員会に
て鴫原氏＠防衛大が作成



三陸津波タイプ
～102年⇒レベル１

広域の津波
～103年⇒レベル２

土木学会津波特定

テーマ委員会にて

鴫原氏＠防衛大が
作成の図に加筆
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構造物による津波防護機能とその限界

―土木工学の視点から―

�海岸堤防、後浜砂丘の津波防護効果

�河口、河川合流部などが構造的弱点

�海岸堤防を越流する場合の破壊機構�海岸堤防を越流する場合の破壊機構

�海岸堤防の機能に、「越流しても減災機能」

�堤防のパラペット構造は見直しが必要

� 102年（岩手北中部）＋103年（宮城以南）

粘り強い構造物による

防護

構造物のみに頼らない

減災対策



� （調査支援システムとしての）合同調査グループ
の解散（「正式データ」はウェブに掲載）
�写真つき確定データ
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